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今
日
の
日
本
の
食
糧

自
給
率
38
％
農
政
に

つ
い
て
の
町
長
の
所
見
と
復

興
に
向
け
て
の
本
町
農
林
業

の
振
興
施
策
、
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
伺
う
。

本
町
の
農
業
に
つ
い

て
は
認
定
農
業
者
や

農
家
数
の
減
少
、
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
と
耕
作
放
棄
地

の
増
加
、
林
業
で
は
原
子
力

災
害
に
よ
る
農
林
整
備
の
停

滞
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
第
５
次
川
俣
町
振

興
計
画
後
期
計
画
に
お
い
て
、

何
世
帯
、
何
人
か
。
高
齢
化

率
は
。

④
山
木
屋
地
区
の
防
災
力
は
。

近
隣
市
町
村
消
防
団
と
の

連
携
対
応
は
。
⑤
仮
設
住
宅

の
再
利
用
は
。
安
い
家
賃
で

入
居
で
き
る
町
営
住
宅
と
し
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石 河　 清 議員
いし　 かわ　　　 きよし

①
今
年
か
ら
の
「
機

能
別
消
防
団
員
」
制

度
な
ど
の
導
入
に
よ
る
体
制

強
化
の
取
り
組
み
は
。
②
消

防
団
員
の
定
数
に
対
し
て
現

況
の
団
員
数
と
実
働
団
員
は
。

③
山
木
屋
地
区
の
帰
還
者
は

て
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑥
全
町
的
な
町
道
生
活
道
路

な
ど
の
草
刈
り
、
除
草
の
取

り
組
み
方
針
は
。
⑦
町
の
防

災
マ
ッ
プ
を
早
急
に
見
直
し
、

改
訂
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
全
世
帯
に
配
布
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

①
７
月
か
ら
募
集
し
、

機
能
別
消
防
団
員
は

37
名
、
本
団
へ
の
町
職
員
７

名
の
入
団
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
②
団
員
定
数
６
３
６

人
に
対
し
、
基
本
団
員
が
５

０
３
人
、
機
能
別
団
員
37
人

の
合
計
５
４
０
人
で
す
。
③

１
０
３
世
帯
２
３
５
人
、
高

齢
化
率
は
約
65
％
で
す
。
④

質
問

質
問

町
長

「
農
業
生
産
体
制
の
整
備
」

「
農
林
環
境
の
整
備
」「
林
業

の
振
興
」
の
３
項
目
を
掲
げ
、

年
次
計
画
を
立
て
な
が
ら
確

実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長 農

政
の
転
換
と

　
本
町
農
林
業
振
興
施
策
は

第
５
次
振
興
計
画
後
期
計
画
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
き
ま
す　

町
防
災
力
の
拡
充
を
求
め
る

地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
連
携
し

防
災
力
の
強
化
に
努
め
ま
す　
　

山
木
屋
地
区
団
員
は
現
在
55

人
、
町
内
在
住
者
は
33
人
で

す
。
火
災
時
は
隣
接
す
る
分

団
等
が
連
携
す
る
ほ
か
、
大

規
模
災
害
時
は
隣
接
す
る
安

達
地
方
、
相
馬
地
方
、
双
葉

地
方
の
消
防
組
織
の
協
力
支

援
を
求
め
ま
す
。
⑤
応
急
仮

設
住
宅
の
供
与
期
間
は
平
成

31
年
３
月
ま
で
で
あ
り
、
入

居
者
の
方
の
住
居
、
意
向
を

尊
重
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

ま
す
。
⑥
現
状
の
課
題
を
整

理
し
、
研
究
・
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
⑦
県
で
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
の
基
礎
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
結
果
を
踏

ま
え
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

改
訂
し
ま
す
。

平成21年３月作成のハザードマップ
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①
再
開
に
向
け
、
希

望
す
る
児
童
生
徒
数

は
。
②
送
迎
の
方
法
に
つ
い

て
。
③
将
来
の
見
通
し
は
あ

る
の
か
。①

山
木
屋
地
区
の
避

難
指
示
解
除
を
受
け
、

町
教
育
委
員
会
で
は
、
国
の

福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
し
、
山
木
屋
小
学
校
の

校
舎
を
改
修
・
増
築
し
て
施

設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育

校
と
し
て
再
開
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
新
た

な
山
木
屋
小
中
学
校
に
つ
い

て
紹
介
す
る
た
め
、
小
・
中

学
校
保
護
者
へ
の
説
明
会
や
、

地
区
出
身
者
で
他
校
に
通
学

し
て
い
る
家
庭
へ
の
戸
別
訪

問
を
行
い
、
通
学
意
向
調
査

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
在
学
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
何
名
か
は
、
山
木
屋

小
中
学
校
へ
の
通
学
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
②
今
年
度
と

同
様
に
、
３
台
に
よ
る
ス
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村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち

質
問

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
安

全
・
安
心
な
送
迎
を
行
い
ま

す
。
③
平
成
26
年
度
か
ら
山

木
屋
小
学
校
へ
の
新
入
生
が

ゼ
ロ
の
状
態
で
、
今
年
度
は

小
学
校
５
、
６
年
生
で
10
人
、

山
木
屋
中
学
校
１
、
２
、
３

年
生
で
20
人
が
在
籍
し
て
お

り
ま
す
が
、
児
童
生
徒
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

平
成
30
年
度
再
開
は
、
避
難

指
示
解
除
１
年
で
あ
り
、
来

年
度
以
降
も
、
小
人
数
を
生

か
し
た
き
め
細
や
か
な
指
導
、

豊
か
な
自
然
環
境
で
の
教
育
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活

動
の
充
実
、
小
中
９
年
間
一

貫
教
育
の
推
進
等
の
継
続
的

な
広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
の
入
学
者
の
受

け
入
れ
等
も
検
討
す
る
な
ど
、

山
木
屋
小
・
中
学
校
の
維
持
、

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長

山木屋小中一貫校再開について問う
継続的な広報、説明等に努め、　　　　　　　
山木屋小中学校の維持、充実に努めていきます

来年４月の開校に向け改修が進められている山木屋小・中学校

完成予想図
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①
国
、
県
、
市
町
村

の
役
割
分
担
は
。
②

避
難
計
画
の
法
的
責
任
は
ど

こ
が
負
う
の
か
。

①
原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
に
よ
り
、

国
は
原
子
力
災
害
対
策
指
針

①
除
染
作
業
の
完
了

時
期
は
。
②
農
地
除

染
後
の
不
具
合
箇
所
（
高
低

差
や
石
混
入
）
は
解
消
し

た
の
か
。
③
地
区
ご
と
の
農

地
除
染
廃
棄
物
の
袋
の
中
の

線
量
検
査
は
実
施
し
た
の
か
。

④
除
染
後
、
農
地
引
き
渡
し

完
了
は
ど
の
く
ら
い
か
。
⑤

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

る
箇
所
の
再
除
染
は
ど
の
程

度
か
。
⑥
避
難
者
の
生
活
再

建
（
交
通
手
段
、
飲
料
水
、

医
療
、
介
護
な
ど
）
の
具
体

的
対
策
は
万
全
か
。
⑦
自
主

避
難
者
へ
の
具
体
的
支
援
策

（
福
島
県
へ
の
要
望
、
生
活

相
談
な
ど
）
は
。

①
豪
雨
災
害
時
に
除

染
で
き
な
か
っ
た
未

舗
装
道
路
、
水
田
、
畑
、
牧

草
地
約
５
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
実
施
中
で
す
。
石
れ
き
混

入
対
応
も
行
っ
て
お
り
、
作

業
完
了
は
今
年
度
中
の
目
標

と
い
う
こ
と
で
す
。
②
環
境

省
で
個
別
に
現
況
を
確
認
の

う
え
不
具
合
が
除
染
に
起
因

す
る
場
合
に
つ
い
て
、
原
状

に
復
帰
し
返
還
す
る
約
束
で

し
た
の
で
対
応
を
強
く
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。
③
環
境
省

で
は
仮
置
き
場
を
覆
う
際
に

計
測
し
、
さ
ら
な
る
測
定
は

行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

④
８
月
28
日
時
点
で
、
６
３

５
件
の
う
ち
22
件
が
指
摘
事

項
の
対
応
が
完
了
す
る
ま
で

受
け
取
り
拒
否
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
⑤
環

境
省
の
説
明
で
は
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
の
基
準
は
、
箇

所
で
は
な
く
、
個
人
の
被
ば

く
線
量
（
年
間
）
に
つ
い
て

一般質問

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

町
長

町
長

質
問

質
問 原

発
事
故
に
対
応
す
る

　
　
　
新
た
な
避
難
計
画
は

国
、
県
、
町
が
連
携
の
う
え

責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す

水田に仮置きされた除染廃棄物

避
難
解
除
後
の
町
の
対
策
は

き
め
細
や
か
な
対
応
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す

で
あ
り
、
個
別
に
状
況
を
確

認
の
う
え
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

除
染
を
実
施
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
⑥
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の

再
開
、
帰
還

希
望
者
に
対

す
る
井
戸
掘

削
事
業
、
山

木
屋
診
療
所

の
再
開
の
ほ

か
、
木
戸
道

舗
装
事
業
、

支
援
員
の
配

置
、
営
農
再

開
実
証
事
業

な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

⑦
引
き
続
き
情
報
提
供
、
相

談
対
応
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
活
用
情
報

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

を
作
成
し
、
県
は
原
子
力

災
害
広
域
避
難
計
画
を
、
町

は
原
子
力
災
害
避
難
計
画
を

そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
て
い
ま
す
。

②
避
難
計
画
を
作
成
し
た
地

方
公
共
団
体
に
あ
り
ま
す
。 帰還希望者宅の井戸掘削
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内
の
空
き
地
を
活
用
し
、
図

書
館
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え

る
。

子
育
て
支
援
策
や
読

書
活
動
促
進
の
具
体

的
施
策
と
し
て
、
庁
舎
敷
地

介
護
保
険
料
は
ス
タ

ー
ト
時
の
２
，０
４
９

円
か
ら
３
倍
の
６
，０
５
２

円
に
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
滞
納
す
る
と
三
つ
の

「
罰
則
」
が
あ
る
。
低
所
得

者
排
除
の
仕
組
み
を
改
め
る

べ
き
と
考
え
る
。

本
町
で
は
、
保
険
料

の
滞
納
に
よ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
停
止
措
置
や
、

自
己
負
担
を
１
割
か
ら
３
割

ま
で
引
き
上
げ
る
ケ
ー
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
制
度

開
始
時
に
比
べ
、
高
齢
化
率

は
25
・
３
％
か
ら
37
％
に
、

介
護
保
険
認
定
者
は
４
０
２

人
か
ら
１
，１
１
０
人
、
介

護
給
付
費
は
３
億
５
，０
０

０
万
円
か
ら
16
億
７
，８
７

５
万
円
に
約
５
倍
に
上
昇
し

て
い
ま
す
。
介
護
給
付
費
の

抑
制
の
た
め
介
護
予
防
事
業

の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ

質
問

質
問

国
に
お
い
て
、
基
礎

食
糧
で
あ
る
穀
物
の

自
給
率
は
28
％
に
過
ぎ
な
い
。

町
の
自
給
率
は
ど
れ
く
ら
い

で
、
農
業
を
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
る
の
か
。

都
道
府
県
別
の
食
糧

自
給
率
に
つ
い
て
は

算
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

町
で
は
算
出
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

第
５
次
川
俣
町
振
興
計
画
後

期
計
画
に
基
づ
き
、
年
次
計

画
を
立
て
な
が
ら
確
実
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
食
糧
自
給
率
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

町
で
は
算
出
し
て
お
り
ま
せ
ん

質
問

町
長

介護保険の罰則を改めよ
罰則を適用したケースはありません

町
の
図
書
館
を
つ
く
れ

第
５
次
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す　
　

町
長

親子の憩いの場にもなっている中央公民館の図書室

中
央
公
民
館
図
書
室

は
年
間
８
，７
０
０
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
狭

く
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

い
こ
と
、
２
階
に
あ
る
こ
と
、

書
架
が
高
い
こ
と
な
ど
、
満

足
い
た
だ
け
る
環
境
に
至
っ

て
い
な
い
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。
第
５
次
振
興
計
画

の
中
で
、
図
書
館
建
設
に
つ

い
て
盛
り
込
ん
で
お
り
、
役

割
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、

建
設
場
所
や
費
用
も
勘
案
し

な
が
ら
、
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
公
民
館
図
書
室
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
舎
敷
地
内
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

町
の
総
合
的
な
政
策
判
断
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

教
育
長
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豪
雨
等
の
災
害
に
対
す
る

　
　
　
　
　
町
の
対
応
、
対
策
は

避
難
所
設
置
の
ほ
か
、
補
助
事
業
等
に
よ
り

災
害
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す　
　
　
　

14

一般質問

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

①
担
当
で
あ
る
産
業

課
に
専
門
職
を
配
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
。
②
企

業
誘
致
の
Ｐ
Ｒ
活
動
状
況
は
。

③
一
画
を
運
動
場
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
国
等
に
働
き

か
け
は
で
き
な
い
か
。

①
企
業
誘
致
活
動
は

多
岐
に
わ
た
る
こ
と

か
ら
、
企
業
の
事
業
展
開
、

設
備
投
資
等
に
関
す
る
情
報

収
集
は
専
門
の
調
査
機
関
に

委
託
し
、
広
報
活
動
は
地
元

企
業
や
金
融
機
関
と
協
力
に

よ
り
、
雇
用
確
保
対
策
は
商

工
会
や
福
島
労
働
局
と
の
連

携
の
も
と
進
め
、
法
令
や
規

則
、
各
種
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
国
県
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
商

工
交
流
係
６
名
の
複
数
体
制

に
よ
り
誘
致
活
動
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
平
成
29
年
３
月
に
「
川
俣

町
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」
及
び

ポ
ス
タ
ー
を
改
訂
し
、
町
内

金
融
機
関
の
協
力
を
得
て
関

東
支
店
を
中
心
に
配
布
、
掲

示
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
県
主
催
の
企
業

立
地
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、

１
２
５
社
に
対
し
て
西
部
工

業
団
地
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活
用
し
て

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
③
工
業
団
地
は
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

許
可
を
受
け
て
お
り
、
用
途

に
従
っ
た
土
地
利
用
と
し
、

か
つ
産
業
用
地
の
整
備
を
目

的
と
し
て
福
島
再
生
加
速
化

交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
運
動
場
な
ど

目
的
外
の
利
用
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

町
長

質
問

質
問

平
成
27
年
９
月
10
日

の
関
東
、
東
北
豪
雨

災
害
が
あ
り
、
川
俣
町
に
記

録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
、

大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。
特

に
小
島
地
区
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
同
じ
被
害
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
町

と
し
て
の
対
応
、
対

策
を
伺
う
。

①
豪
雨
に
よ
る
こ
れ

ま
で
の
被
害
状
況
と

そ
の
対
応
、
対
策
は
。

②
大
雪
に
よ
る
こ
れ

ま
で
の
被
害
状
況
と

そ
の
対
応
、
対
策
は
。

③
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
と
全
戸
配
布
は
。

①
平
成
27
年
９
月
の

豪
雨
災
害
で
は
、
５

か
所
の
避
難
所
を
開
設
し
、

62
人
の
住
民
の
方
が
避
難
し

ま
し
た
。
無
事
、
帰
還
さ
れ
、

人
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
災
害
箇
所
は
４

０
０
箇
所
で
、
河
川
氾
濫
等

に
よ
る
住
宅
の
床
上
浸
水
が

３
棟
、
床
上
浸
水
が
33
棟
で
、

翌
日
消
毒
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。
②
平
成
22
年
２
月
と
、

町
長

平成26年
豪雪災害

災　害　等

平成27年
９月豪雨災害

平成28年
１月豪雪災害

◦住宅関連修繕事業
　（1/2補助）232件　総額3,091万円
◦農業施設等の災害復旧
　（県事業9/10補助）108件

総額１億9,156万円

主な災害復旧事業等

◦住宅修繕（2/3補助）212件
総額6,344万円

◦農地等の災害復旧　127件
総額3,550万円

◦農業施設等（1/3補助）
　県事業により３分の１を補助し、

総額134万円

災害への対応状況

西
部
工
業
団
地
に
つ
い
て

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
と
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

平
成
24
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
毎
月
20
セ
ン
チ
の
積

雪
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
③

県
で
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
結
果
を
踏
ま
え
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
ま

す
。

平成27年の豪雨災害（小島田代地区）
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経
過
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

15

　
平
成
29
年
７
月
４
～
６
日

に
実
施
し
ま
し
た
。
豊
見

城
市
は
、
人
口
が
際
立
っ
て

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
創

生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
那
覇
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
の
立
地
を
生

か
し
、
都
市
開
発
や
交
通
網

の
整
備
、
小
学
校
へ
空
調
設

備
導
入
、
図
書
館
の
設

置
な
ど
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
い

ち
早
く
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
今
帰
仁
村
で
は
、
廃

校
施
設
を
活
用
し
た
農

産
物
直
売
所
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
宿
泊
施
設
を
経

営
す
る
民
間
企
業
「
あ

い
あ
い
フ
ァ
ー
ム
」
を

見
学
し
、
取
り
組
み
の

●
議
案
第
96
号

　
山
木
屋
小
中
学
校
等
校
舎

大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

【
概
要
】
屋
根
防
水
シ
ー
ト

改
修
、
外
壁
シ
ー
リ
ン
グ
改

修
等
、
当
初
の
見
込
み
以
上

の
劣
化
箇
所
に
つ
い
て
の
追

加
工
事
。

契
約
の
一
部
変
更
の
額

が
６
，６
４
５
万
６
，７

２
０
円
と
多
額
だ
が
、
よ
く

精
査
せ
ず
に
発
注
し
た
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

工
事
を
進
め
る
中
で
、

当
初
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
追
加
工
事
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
契
約
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

（
教
育
次
長
）

●
議
案
第
97
号

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

【
概
要
】
規
定
の
予
算
額
か

ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，９

３
２
万
円
を
増
額
補
正
。
主

な
事
業
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

「
東
北
応
援
社
員
募
金
」
を

活
用
し
小
・
中
学
校
へ
楽
器

の
購
入
、山
木
屋
地
区
町
道・

林
道
の
舗
装
復
旧
、
町
道
西

方
飯
野
線
道
路
改
良
（
増
額

変
更
）
な
ど
で
す
。

　
平
成
29
年
７
月
25
日
～
27

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
お
と

い
ね
っ
ぷ
美
術
工
芸
高
校
は
、

農
業
高
校
と
し
て
開
校
し
ま

し
た
が
、
昭
和
50
年
代
に
入

学
者
が
激
減
し
存
続
の
危
機

を
迎
え
、
そ
の
打
開
策
と
し

て
村
立
の
美
術
工
芸
高
校
と

し
て
昭
和
59
年
に
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
現
在
は
道
内

外
か
ら
入
学
生
を
迎
え
、
ま

た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

レ
ク
サ
ン
ド
高
校
と
姉

妹
校
提
携
を
結
ぶ
な
ど

村
の
全
面
的
な
支
援
を

受
け
な
が
ら
特
色
の
あ

る
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
県
北
海
道
事
務
所
で

は
、
福
島
県
人
会
の
支

援
を
受
け
、
県
産
品
の

販
路
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
川

俣
シ
ャ
モ
に
つ
い
て
も

●
議
案
第
98
号

　
監
査
委
員
の
選
任

【
概
要
】
前
任
の
黒
沢
敏
雄

委
員
か
ら
辞
任
願
の
届
出
が

提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

後
任
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◦
後
任
委
員斎

藤
博
美
議
員

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告

Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

要
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

北
海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ

美
術
工
芸
高
校
　
　
　

福
島
県
北
海
道
事
務
所

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

沖
縄
県
豊と
み
ぐ
す
く
し

見
城
市

今な
き
じ
ん
そ
ん

帰
仁
村
　
　
　

総
務
産
業
常
任
委
員
会

村の人材育成を担う「おといねっぷ美術工芸高校」 村の６次産業の拠点「あいあいファーム」

質答

⃝

一
般
会
計
補
正
予
算・歳
入
歳
出
総
額

　
１
２
７
億
６
５
３
万
３
千
円

⃝

契
約
の
一
部
変
更

⃝

監
査
委
員
の
選
任
に
可
決
・
同
意
10月13日開催

議案 件　　　　名 審査
結果

第95号

第96号

第97号

第98号

専決処分の報告及びその承認
について（専決第11号　平
成29年度川俣町一般会計補
正予算（第５号））

山木屋小中学校校舎等大規模
改造工事請負契約の一部変更
について

平成29年度川俣町一般会計
補正予算（第６号）

監査委員の選任について

承認

可決

可決

同意

第８回臨時会の審議結果



小綱木
菅 野 善 昭さん

　
９
月
定
例
議
会
の
決
算
審
査

を
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
し

た
。
各
課
に
対
し
、
審
査
意
見

と
し
て
、
町
の
将
来
、
安
全
、

安
心
に
つ
い
て
住
民
の
目
線
に

立
っ
て
指
摘
し
、
改
善
を
図
り
、

指
摘
さ
れ
た
事
項
が
繰
り
返
さ

れ
な
い
よ
う
望
み
、
次
年
度
予

算
編
成
や
行
政
執
行
ぶ
り
を
改

め
る
よ
う
反
映
さ
せ
る
と
こ
ろ

に
決
算
審
査
の
大
き
な
ね
ら
い

が
あ
り
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
も

年
４
回
発
行
さ
れ
ま
す
が
、
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
見
や

す
く
、
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く

り
を
目
指
し
、
編
集
委
員
一
同

で
頑
張
り
ま
す
。（
新
関
善
三
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議　
　
長　
高　
橋　
道　
也

委
員
長　
高　
橋　
真
一
郎

副
委
員
長　
菅　
野　
意
美
子

委　
　
員　
佐　
藤　
喜
三
郎

委　
　
員　
新　
関　
善　
三

委　
　
員　
村　
上　
源　
吉
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かわまた議会だより　第163号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　全国的な少子高齢化は大きな社会問題と
なっています。
　将来多くの自治体が消滅し再編されるこ
とでしょう。当川俣町も例外ではなく、高
齢化は４割に迫っています。時代の変化に
伴う生活様式の変化、また価値観の相違等
が大きな要因でしょう。
　町では、このような状況を踏まえ地域福
祉計画を策定しています。
　みんなが健康で住みよいまちづくりを願
っていますが、人と人との結びつきが希薄
となり、コミュニケーション不足は大きな
懸念材料です。家庭、学校、地域、職場等
においてはさらに密にしたいものです。
　人はそれぞれに違う個性と能力がありま
す。お互いを理解し信頼することで思いや
りの心を持つことができます。そのために
はやはり、コミュニケーションが大切です。
人の意見をよく聴くことです。少し意識を
変えることで視野も広がることでしょう。
　皆さんとともに共有の認識を持ち、より
よい地域づくり、希望の持てるまちづくり
に協力していきます。

信頼と
思いやりの心を

委員会の構成が一部変更になりました。
※下線部が新任の委員、（　）が前任の委員。

◦委 員 長　佐藤喜三郎
◦副委員長　高橋　清美
◦委　　員　遠藤　宗弘　　石河　　清

新関　善三　　菅野意美子
黒沢　敏雄　（斎藤　博美）
村上　源吉　　菅野　清一
高橋真一郎

◦委 員 長　高橋真一郎
◦副委員長　菅野意美子
◦委　　員　佐藤喜三郎

村上　源吉　（黒沢　敏雄）
新関　善三　　高橋　道也

佐藤喜三郎
石河　　清　（黒沢　敏雄）
高橋　清美　　高橋　道也

議会構成委員等の一部変更

決算常任委員会

広報編集常任委員会

川俣方部衛生処理組合

　パソコンだけでなく、スマートフォンでも議
会中継がご覧いただけます。ライブ中継のほか、
昨年12月以降の録画中継がスマートフォン対
応です。
※携帯のアプリでＱＲコードを
　読み取るとページにつながり
　ます。

議会中継をスマートフォンで!


